
■問い合わせ／生涯学習課文化財係　☎ 0 8 8 - 8 0 2 - 6 0 6 2

　ヒ
ト
や
地
球
の
歴
史
の
中
で
、
特
に
重

要
で
将
来
に
残
す
べ
き
文
化
財
は
、
指
定

文
化
財
と
し
て
国
や
県
、
市
な
ど
が
指
定

し
て
保
護
し
て
い
ま
す
。

　文
化
財
の
中
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が

あ
り
、
例
え
ば
建
物
や
仏
像
、
古
文
書
な

ど
の
有
形
文
化
財
、
お
祭
り
や
民
具
な
ど

の
民
俗
文
化
財
、
庭
園
や
渓
谷
、
滝
な
ど

は
名
勝
、
動
物
や
植
物
、
地
質
に
関
す
る

文
化
財
は
天
然
記
念
物
、
地
中
に
埋
ま
っ

た
遺
跡
の
中
で
指
定
さ
れ
た
も
の
は
史
跡

と
呼
び
ま
す
。
他
に
も
昔
の
建
造
物
が
多

く
残
っ
て
い
る
地
域
は
伝
統
的
建
造
物
群

と
し
て
、
昔
の
景
観
を
色
濃
く
残
し
た
地

域
は
文
化
的
景
観
と
し
て
地
域
や
景
観
を一

体
的
に
指
定
し
て
保
護
し
て
い
る
場
所
も

あ
り
ま
す
。
高
知
県
内
で
は
、
四
万
十
川

流
域
が
国
の
重
要
文
化
的
景
観
の
指
定
を

受
け
て
い
る
こ
と
で
有
名
で
す
。

　こ
れ
ら
の
文
化
財
の
中
で
、
国
が
指
定

し
た
有
形
文
化
財
は
重
要
文
化
財
と
い
い

ま
す
が
、
そ
の
中
で
特
に
重
要
な
も
の
は

国
宝
に
格
上
げ
し
て
指
定
さ
れ
ま
す
。
史

跡
や
名
勝
、
天
然
記
念
物
も
同
じ
よ
う
に

特
に
重
要
な
も
の
は
、
特
別
史
跡
、
特
別

名
勝
、
特
別
天
然
記
念
物
と
格
上
げ
さ
れ

ま
す
。
南
国
市
で
は
、「
土
佐
の
オ
ナ
ガ
ド

リ
」
が
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
天
然
記
念
物
の
中
の
国
宝
に
あ
た

る
存
在
と
し
て
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

指
定
文
化
財
っ
て
な
に
？

　南国市では、市内に所在する文化財のうち、国または県から指定を受けたもの以外の重要な文化財について、
南国市指定の文化財として、その保存や活用のため必要な措置を図っています。
　今回、８年ぶりに新しく指定された有形文化財３点をご紹介します。

南国市保護有形文化財に指定されました

木造如来形坐像薬師如来坐像懸仏 地蔵菩薩石仏名　称

岡豊町定林寺地区笠ノ川地区会笠ノ川地区会所有者

岡豊町定林寺  定林寺阿弥陀堂岡豊町笠ノ川  笠ノ川地蔵堂岡豊町笠ノ川  笠ノ川地蔵堂所在地
平安時代16世紀代後半～17世紀初頭鎌倉時代後半～室町時代初期製作年代
ヒノキ材・寄木造（割矧造）・彫眼砂岩製鋳銅製素材・構造
令和7年1月21日令和7年1月21日令和7年1月21日指定年月日

概　要

　懸仏とは、平安時代から始まっ
た神仏習合の信仰の中で、鏡板に
仏像などを取り付けたもので、南
国市で知られているものは、本像
を含めて２カ所だけです。鏡板部は
失われていますが、尊像部は鎌倉
時代後半～室町時代初期に製作さ
れた古い時代のものです。この時
期に製作された懸仏としては南国
市唯一の遺品であり、中世期の南
国市における神仏習合の様相を伝
えています。

　本像は、本県における中世期
の地蔵石仏分類によると、南国
市域が主要分布地域の中東部タ
イプに属します。このタイプは、
図像がデフォルメされた素朴な
レリーフ状であることが特徴的
であり、高さ30㎝程度の小規模
な石仏が多い中で、高さ75㎝
という初の大型品です。また、
比較的少ない錫杖を持つ意匠と
なっており、他に例がない中東
部タイプを代表する石仏です。

　本像は、仏頭と体躯部材２点が
現存している坐像です。復元大の
大きさは推定で110㎝以上とされ
ており、南国市内に残されている
平安時代の仏像としては最大のも
のです。南国市における数少ない
平安時代の彫刻資料であり、破損
仏ではありますが現代的な修理が
なされておらず、製作当時の姿が
確認できる貴重なものです。
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ボ
ク
は
国
宝
級

な
が
や
！

オナガドリの
「ドーリー」

広
告

－ 安きに居て危うきを思う －
やす あり あや おも

居安思危
こ あん し き

　自転車は便利な乗り物ですが、交通ルールを守らないと「被害者」にも「加害者」にもなる危険な乗り物です。
自転車に乗るときの注意点を確認してみましょう。

　イヤホンで耳をふさいでいる
と周囲の音に気付けず事故につ
ながる恐れがあります。

　自転車のライトは、進行方向を照らし安全に運転できるようにするだけでなく、
自動車や歩行者に、自分の位置を知らせることができます。辺りが暗くなってきた
ら早めに点灯しましょう。また、電池が切れていないか、十分な明るさがあるか、
日頃から点検をするよう心掛けましょう。

■問い合わせ／危機管理課　☎ ０８８-８８０-６５７５

こんな運転していませんか？
　　　～自転車も「車のなかま」です～

台風シーズンは「停電時の熱中症」にご注意を！～電池充電も忘れずに～

暗くなってきたらライトをつけましょう

その1  イヤホンの着用

　スマホなどを操作しながらの
運転は、視野が狭くなり歩行者
にぶつかったり、標識を見落と
したりする恐れがあります。

その2  ながらスマホ

　自転車も車両です。車道を走
るときは左側を通行しましょう。

その3  車道の逆走

　一時停止の標識は見通しの悪
い交差点に設置されています。
しっかり停止し、周囲を確認しま
しょう。

その4  一時不停止

　二人乗りはバランスを崩しやすく転
倒したり、ブレーキをかけてから止ま
るまでの距離が長くなるため事故に
つながったりする恐れがあります。

その5  二人乗り

　並走は自動車や歩行者の通行
の妨げになることや、ハンドル
同士がぶつかり転倒する恐れが
あります。

その6  並走
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